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米
軍
射
撃
訓
練
の 

撤
回
を 

福
知
山
自
衛
隊
駐
屯
地
射
撃
場
で
の
米
軍
と

軍
属
に
よ
る
射
撃
訓
練
に
反
対
し
、
中
止
と

撤
回
を
求
め
「
米
軍
く
る
な
福
知
山
市
民
集

会
」
を
１
月
１
４
日
に
開
催
し
、
１
１
０
人

以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

集
会
は
、
「
米
軍
の
実
弾
射
撃
訓

練
中
止
を
求
め
る
福
知
山
の
会
」
と

「
米
軍
基
地
い
ら
な
い
京
都
府
民
」

の
主
催
で
開
催
し
ま
し
た
。
府
内
各

地
を
含
め
、
大
雪
の
中
で
し
た
が
１

１
０
人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

集
会
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て

福
知
山
の
会
の
奥
井
正
美
さ
ん
（
福

知
山
地
労
協
議
長
）
が
「
市
民
が
全

く
知
ら
な
い
と
い
う
は
問
題
。
い
か

に
危
険
か
、
私
た
ち
の
と
り
く
み
で

知
ら
せ
、
中
止
を
求
め
よ
う
」
と
あ

い
さ
つ
。 

 

連
帯
挨
拶
で
米
軍
基
地
建
設
反
対

丹
後
連
絡
会
の
近
江
裕
之
事
務
局
長

は
、
「
京
丹
後
で
は
交
通
事
故
は
ど

こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
。

泣
き
寝
入
り
も
あ
っ
た
。
共
に
が
ん

ば
り
ま
し
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。 

 

福
知
山
の
会
の
水
谷
徳
夫
さ
ん

（
福
知
山
平
和
委
員
会
会
長
）
が
経

過
を
説
明
。
「
市
に
要
請
し
て
き
た

が
、
国
の
専
権
事
項
だ
と
し
情
報
は

公
開
請
求
を
し
く
れ
、
心
配
だ
っ
た

ら
防
衛
省
に
行
っ
て
く
れ
」
と
の
無

責
任
な
対
応
だ
っ
た
。
「
市
民
へ
の

説
明
は
な
く
、
共
同
使
用
を
許
せ

ば
、
米
軍
基
地
が
広
が
る
こ
と
に
つ

な
が
る
」
と
射
撃
訓
練
に
反
対
し
と

り
く
み
を
強
め
る
と
報
告
し
ま
し

た
。 

 

府
民
の
会
の
片
岡
明
事
務
局
長

（
京
都
平
和
委
員
会
事
務
局
長
）

は
、
「
京
都
の
米
軍
基
地
は
ミ
サ
イ 

ル
防
衛
で
米
軍
に
と
っ
て
き
わ
め
て

重
要
な
位
置
づ
け
と
な
っ
て
い
る
」

「
軍
属
が
小
銃
を
前
に
構
え
い
つ
で

も
撃
て
る
警
備
を
住
民
が
住
む
す
ぐ

横
で
や
る
全
国
に
例
が
な
い
状
況
」

「
米
軍
属
が
警
備
を
担
当
し
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ュ
ー
タ
ー
と
言
い
、
外
か

ら
だ
け
で
は
な
く
内
か
ら
の
事
件
も

含
め
、
抑
え
こ
む
訓
練
を
求
め
ら
れ

て
い
る
」
と
説
明
。
「
年
間
二
十
日

間
は
長
い
期
間
で
ず
っ
と
続
く
。
自

衛
隊
も
共
同
訓
練
に
巻
き
込
ま
れ
る

可
能
性
も
あ
る
」
「
舞
鶴
を
含
め
、

北
部
一
帯
が
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
最
前

線
と
し
て
い
く
も
の
で
、
住
民
の
安

全
安
心
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
も

の
」
と
、
取
り
組
み
の
重
要
性
を
訴

え
ま
し
た
。 

 

塩
見
卯
太
郎
福
知
山
市
会
議
員
は

市
議
会
で
の
取
り
組
み
を
報
告
。

「
市
民
や
議
会
に
知
ら
せ
な
い
ま
ま

行
っ
た
暴
挙
に
強
く
抗
議
し
た
。
市

長
が
市
民
の
安
全
安
心
に
よ
り
そ
っ

た
対
応
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
議
会
と
し
て
年
末
に
全
会
一

致
で
親
切
丁
寧
な
対
応
や
万
一
不
具

合
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
は
強
い
姿
勢

で
政
府
に
求
め
る
こ
と
な
ど
を
決
議

し
た
」
と
報
告
。 

 

西
脇
郁
子
府
会
議
員
は
、
「
知
事

は
『
防

衛

省

は

誠

実

に

対

応

す

る
。
』
と
言
っ
て
い
る
が
重
大
な
誤

り
」
「
米
軍
の
利
用
が
固
定
・
永
続 

化
す
る
こ
と
は
府
民

の
安
全
安
心
か
ら
も

相
容
れ
な
い
」
と
報

告
し
ま
し
た
。 

 

集
会
は
、
ア
ピ
ー

ル
を
採
択
（
裏
面
参

照
）
。 

 
 

 

閉
会
挨
拶
で
府
民

の
会
共
同
代
表
の
梶

川 

憲
さ
ん
（
京
都

総

評

議

長
）
は
、

「
自
衛
隊
と
異
質
な

の
が
米
軍
」
「
二
つ

の
方
向
で
の
た
た
か

い
が
重
要
。
国
に
対

し
て
、
全
国
と
も
連 

帯
し
戦
争
す
る
国
を
許
さ
な
い
と
い
う

た
た
か
い
、
そ
し
て
、
地
位
協
定
に
守

ら
れ
て
横
暴
す
る
米
軍
に
対
し
、
命
と

暮
ら
し
を
守
る
の
は
自
治
体
の
役
割
。

自
治
体
は
抗
議
す
べ
き
で
、
全
庁
あ
げ

た
対
応
が
必
要
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

１月１４日中丹勤労者福祉会館 

米軍くるな福知山市民集会 

 
○京都の米軍基地と福知山自  
 衛隊駐屯地での米軍人と軍 
 属による実弾射撃訓練の問 
 題についての学習を強めま 
 しよう。 
〇府民、市民に問題点を知ら 
 せましよう。宣伝行動など 
 も行いましよう。 
〇署名を検討しとりくみます。 
〇行動などについては今後具 
 体化していきます。  
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「米軍くるな福知山市民集会」アピール 

米軍人と軍属が、福知山自衛隊駐屯地射撃場で昨年11月29日実弾射撃訓練をはじめました。今後、年４回、1回5

日間、年間20日間、射撃訓練を実施するとしています。私たちは、住民の安全・安心を脅かし、二つ目の米軍基地

をつくることとなる訓練の中止・撤回を求めます。 

京丹後市にある米軍経ヶ岬通信所の米軍人と軍属が、福知山自衛隊駐屯地で実弾射撃訓練の実施を日本政府・防

衛省に申し入れていることが判明したのは昨年の8月頃でした。その後の防衛省の対応は、射撃場近くに数十軒ある

「正明寺区」を除き、「室地区」の約30世帯を対象に説明会を開き、「自衛隊の訓練とさほど変わらない」と説明

しただけで「同意」をとりつけ、府民、市民、自治体の意向をまともに聞くことなく、手続きを進めました。 

昨年11月7日には京都府知事と福知山市長が、稲田防衛大臣に面談し要請しました。防衛省は、待っていたかの

ように、その翌日、府などに回答しましたが、驚くべきことに、その日に、日米合同委員会で福知山自衛隊基地射

撃場を米軍と共同使用とすることを承認しました。政府や防衛省の住民・自治体無視はひどいものと言わざるを得

ません。 

京丹後市・経ヶ岬の米軍基地は、Ｘバンドレーダーを設置し、米軍がきわめて重要な施設と位置づけています。

警備の兵力としてイラク戦争で悪名を馳せた民間軍事会社（シェネガ社）にＭ１６ライフル銃を装備し、前に構え

いつでも引き金を引ける姿勢の警備は、きわめて威圧的で、国内の米軍基地の中で京都だけと言われています。民

間人であることも合わせ、自衛隊とは全く異なります。 

 私たちは、以下の理由から米軍・軍属による福知山射撃場での実弾射撃訓練の中止・撤回を求めます。 

（１）射撃訓練は、標的を撃つだけでなく、「テロリスト制圧」のような訓練も入っており、近隣の住民の不安

を一層強くします。 

（２）府内に「二つ目の米軍基地」を設置することとなり認めがたいことです。 

（３）京丹後市で頻繁に事故を起こしている米軍人・軍属が、公私を問わず福知山市をはじめとした北部地域を

往来することとなり、事件や事故につながり、市民の安全の面から憂慮すべきことです。 

（４）米軍人・軍属はバスで、武器・弾薬は別車輌で連日運搬するとしています。現在の米軍基地から武器・弾

薬を、経ヶ岬から福知山を訓練期間連日往復することは、北部地域全体にとって危険です。 

また、京都府と福知山市は、自治体の意向を聞く前に承認決定した防衛省に抗議すべきであり、実弾射撃訓練の

中止・撤回を求めるべきです。 

 私たちは、引き続き府民に広く、米軍人・軍属による福知山での実弾射撃訓練の危険性・問題点を告発し、京都

中から「米軍基地撤去」の声と運動を広げていくことを呼びかけます。 

 

 2017年1月14日 

                   米軍くるな福知山市民集会 

会場の外は集会中に
雪が積もりました
が、集会は熱気ある
ものとなりました。 


